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＜前回中断した３項より議論を再開する＞ 

3. 「2021 年度営業関係施策について（北千住駅）」実施にあたり、どれだけの設備費用を投じたのか明らかにする

こと。 

回答：施策の実施にあたっては、必要な設備の整備は行ってきたところである。 

 

◆申１７号申し入れで３項については補完された。 ◆貴側は不誠実交渉としているが、会社としては議論を

しており、労使の認識は合っていない。 

←東地申第１７号団体交渉の内容は、こちらをご覧ください。 

 

4. 施策実施によって想定される課題は実施日までに解決すること。なお、解決できない場合は実施日を延期する

こと。 

回答：施策実施に向けた必要な準備を進めているところである。 

 

◆課題はあるのか？ ◆問題なく施策実施に向けて準備を進めてきた。 

 

5. 今施策実施の目的を明らかすること。 

回答：グループ経営ビジョン「変革２０２７」でめざす「シームレスでストレスフリーな異動」の実現に向け、インターネット

やスマートフォンによるきっぷ購入の利便性をさらに向上することで、お客さまが駅の窓口や券売機に立ち寄られる

ことなく、シームレスに列車をご利用いただけるよう、乗車スタイルの変革に引き続き取り組むとともに、現在の状況

等を鑑みて柔軟に対応することとした。 

 

◆２０２２年に窓口を閉鎖したときの会社回答は。 

◆今回の違いは何か。 

 

◆変化点は。 

◆明確なものはないのか。 

 

 

◆お客さまが窓口を求めていることを認識したから   

なのか。 

◆インターネット等お客さまが窓口によらない体制だ。 

◆窓口等の混雑緩和に向けて今回北千住駅の窓口常設

とした。 

◆コロナ明けのお客さまの戻りが想定以上に多かった。 

◆いろいろなものを踏まえて判断していく。窓口を常設

することでコールセンターの負担軽減になる。北千住駅に

マルスがあったこと等、常設できる条件が整っていた。 

◆目指すべきものはあるが、まだ至らず、窓口でしか対応

出来ないものもあり、お客さまのニーズに対応した。 

 

6. 窓口営業時間内は、テンポラリースタッフを常時配置すること。 

回答：お客さまのご利用状況に応じて、必要な案内体制は確保する考えである。 

 

◆現在のテンポラリースタッフは常時何人配置されてい

るのか？ 

◆常時配置の考えはない。現在１日１名付けられるように

している。 
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https://qr.quel.jp/om/8ipqvi
https://www.jtsu-e-tokyo.com/_files/ugd/57fa70_70e175e15ca14383b2ae3fd75e9b0300.pdf
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7. 今施策実施によって、日常的に窓口が混雑することが想定されるが、ト例対策を示すとともに、フロア内にお客

さまが何人並ぶことができるのか数を示すこと。 

回答：お客さまのご利用状況に応じて、必要な対応を行う考えである。 

 

◆どのように並ばれるかにもよるが、６～７名と考えている。それ以上の場合は駅総体でローピングや整理を行う。 

 

8. 北千住駅のバックヤードは「2021年度営業関係施策について（北千住駅）」実施によって「NewDays」となり窓

口営業を想定したスペースを確保していない。さらに、トイレに繋がる通路も閉鎖されたほか、急病人用ベッドが

社員休憩室付近に設置されており、社員トイレを急病人が使用するなどのトラブルも発生している。窓口を常設

するのであれば、営業事故防止の観点から帳票整理できる机をきちんと配置できるスペースを確保するととも

に、働く社員の環境を整備すること。 

回答：必要な設備の整備は行っていく考えである。 

 

◆狭い状況は把握している。整理整頓をした場所で作業して頂きたい。営業事故防止の観点からも、実務作業をする

スペースはあるべきという認識は一致している。救護室のところなど、現場と検討していく。 

 

9. 今施策実施によって、北千住駅みどりの窓口は１窓体制となる。特定席や団体乗車券の申込みや誤発対応等、長

時間窓口を閉めることも想定されるが、その際の対応方やルールがあるのか明らかにすること。 

回答：引き続き、状況に応じた対応を行っていく考えである。 

 

◆ルールなどを指し示すものではなく、箇所毎に決めて頂く。業務の内容によって閉めることもあり得る。 

 

10. 窓口業務に付随して修正作業や引き継ぎ作業、日常的なフォロー体制が必要となることから、後方業務担当者お

よび責任者を配置すること。 

回答：業務に必要な体制は確保する考えである。 

 

◆責任者は管理者となる。後方業務担当者は考えていない。 

 

11. 今施策実施によって日勤ダイヤが設定される。この間、会社は多様性と称して育介勤務者の活用を目的として日

勤ダイヤを設定していた。一方で日勤ダイヤを望まない人への配慮も必要と考えるが、業務運営と生活設計、両

方に配慮した勤務指定を行うこと。 

回答：勤務指定については就業規則等に則り取り扱うものである。 

 

◆業務運営と生活設計は大事だと考えているが、生活設計のところで全社員の意見を反映させるのは難しい。配慮を

しても良い。社員とのコミュニケーションはある。 
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12. 北千住駅は、アシストマルス導入によって、これまでの施策の目的である効率的で生産性の高い業務執行体制を

構築してきたと考えるが、今施策実施によって、案内要員を配置しなければ話せる指定席券売機を利用するお客

さまがいなくなると想像するが、どのようにサービスを提供していこうと考えているのか、販売体制のあり方を

明らかにすること。 

回答：インターネットやスマートフォンによるきっぷ購入の利便性をさらに向上することで、お客さまが駅の窓口や券

売機に立ち寄られることなく、シームレスに列車をご利用いただけるよう、乗車スタイルの変革に取り組んでおり、み

どりの窓口に拠らない販売体制を進めていく考えである。 

 

◆以前の新販売拠点ではハイカウンター・ローカウンター

があった。今のみどりの窓口は即売型なのか？ 

◆窓口に拠らない販売体制を目指す考えは変わらない。

ハイカウンター・ローカウンターではなく、即売体制だ。 

 

13. 今後、窓口を閉鎖する際の条件を明らかにすること。 

回答：販売体制については、今後のお客さまのご利用状況等を踏まえ検討することとなる。 

 

◆チケットレスを目指すところは変わらないが、窓口の混雑状況をみて発売状況やご利用状況を検討する。一律に  

定まったものはない。 

 

14. 窓口を常時開設するのであれば、２窓以上を基本とすること。 

回答：販売体制については、お客さまのご利用状況等を踏まえ検討するものである。 

 

◆発売状況が５００枚などフル稼働していれば検討だが、北千住はその半分であり、現状としては１窓で可能。 

 

15. 職場において、施策実施の目的と根拠、経緯を全社員に説明すること。 

回答：必要な社員周知は実施している。 

 

◆現場では丁寧に説明したという認識で良いか？ 

◆社長の記者会見もあったが、社長が窓口廃止の凍結を

言ったから施策実施となったのか。 

◆そのように聞いている。 

◆社長の会見もあったが、インバウンドや多売などもあり

同時並行的に首都圏本部として検討してきた。記者会見

があったからではなく、ト列対策を検討する中で今施策

が出てきた。 
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